
 2025年度グローバルPBL（受入）実施報告 

グローバルgPBL：持続可能な未来のための学際的イノベーション

実施期間 実施国 共同実施機関 対象 参加者 本学担当教員

      図5 浴衣体験      図6 最終発表

ＳＲＩＰＩＡＮ　ＰＥＥＲＡＹＡ(先進国際
課程)、ＬＡＯＨＡＫＡＮＧＶＡＬＶＩＴ　Ｔ
ＩＰＰＯＲＮ(先進国際課程)、ＴＲＯＶ
ＡＴＯ　ＧＡＢＲＩＥＬＥ(先進国際課
程)、ＰＡＯＬＯ　ＭＥＬＥ(先進国際課
程)、吉久保　肇子(先進国際課
程)、ＲＡＪＡＧＯＰＡＬＡＮ　ＵＭＡＭＡ
ＨＥＳＷＡＲＩ(先進国際課程)、ＢＵＩ
ＮＧＯＣ　ＴＡＭ(先進国際課程)、シ
ブリ　クムクムアハメド(先進国際課
程)、ＫＬＩＭＫＯＷＩＣＺ　ＡＬＩＣＪＡ(先
進国際課程)、ＳＨＡＨＲＯＬ　ＢＩＮ
ＭＯＨＡＭＡＤＤＡＮ(先進国際課
程)、パトハック　サーサク(先進国
際課程)、ＰＨＡＮ　ＸＵＡＮ　ＴＡＮ(先
進国際課程)

図1 苅谷義治副学長 開会挨拶
gPBL 2026は、芝浦工業大学（SIT）豊洲キャンパスにおいて開催され、学生、教員、TAを含む約80名が参加しました。参加者は、6カ国7大学から集まり、国際的で多様
な背景を持つメンバーによるプロジェクトベース学習（Project-Based Learning）プログラムとなりました。本プログラムは、異なる専門分野や文化的背景を持つ学生同士
が協力しながら、実践的なプロジェクトに取り組む貴重な機会を提供しました。

プログラム期間中、学生は9つのグループに分かれ、各グループは6～7名で構成されました。それぞれのチームは、複数の分野の知識や視点を組み合わせたプロジェ
クトに取り組み、創造力、問題解決能力、そしてチームワークを発揮しました。1週間以上にわたり、学生たちは技術的な課題に取り組むだけでなく、さまざまな文化交流
や交流活動にも積極的に参加しました。

具体的には、アイスブレイク活動、文化交流イベント、そして浴衣ワークショップなどが行われ、海外からの参加者にとって日本文化を体験する良い機会となりました。こ
れらの活動を通して、参加者同士の交流が深まり、多くの友情や国際的なつながりが生まれました。

gPBL 2026は、学術的な学びと文化交流の両面において非常に有意義なプログラムとなり、参加者全員にとって忘れられない貴重な経験となりました。

   図2 学生 プロジェクト活動       図3 未来館 文化交流   図4 Cavallo教授 講義

2026年02月26日
～2026年03月05日

日本

ハノイ理工科大学
フェニカ大学

明志科技大学
フィレンツェ大学

キングモンクット工科大学ト
ンブリ校

スリ・ラマサミー・メモリアル
大学

・(改組前)先進国際課程、情
報通信工学科、国際理工学
専攻、電気電子情報工学専
攻、情報工学科
・学部1年生、学部2年生、学
部3年生、学部4年生、修士1
年生、修士2年生

（芝浦工業大学）
学生20名、 学生バイト4名、 教員12
名
（ハノイ理工科大学）
学生6名、 教員2名
（フェニカ大学）
学生3名
（明志科技大学）
学生5名、 教員1名
（フィレンツェ大学）
学生9名、 教員1名、 職員2名
（キングモンクット工科大学トンブリ
校）
学生5名
（スリ・ラマサミー・メモリアル大学）
学生4名

画像などコンテンツの無断転載を禁じます。


